
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部
の
第

６
８
回
定
期
大
会
は
、
２
月
２
１

日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
、
支
部

組
合
事
務
所
に
て
、
当
日
参
加
９
名
、

委
任
状
９
名
で
成
立
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

資
格
審
査
・
選
管
を
矢
部
さ
ん
に

担
当
し
て
も
ら
い
、
議
長
に
今
野

さ
ん
を
選
出
し
、
長
谷
川
委
員
長

の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

長
谷
川
委
員
長
あ
い
さ
つ

先
日
行
わ
れ
た
神
奈
川
地
本
の

臨
時
大
会
が
あ
り
、
今
年
の
春
闘

は
コ
ロ
ナ
禍
で
景
気
が
低
迷
し
て

い
る
中
、
真
剣
な
取
り
組
み
が
必

要
。
東
日
本
集
会
も
コ
ロ
ナ
禍
で

ど
の
よ
う
な
集
会
が
で
き
る
か
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
地
本
で
は
三
興
製
鋼
が

３
７
５
６
６
円
の
要
求
を
練
り
上

げ
て
い
ま
す
。
川
崎
支
部
で
は
日

本
シ
ャ
ッ
タ
ー
と
三
和
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
の
２
分
会
で
す
が
、
ど

う
し
た
ら
要
求
を
前
進
で
き
る
か
、

皆
さ
ん
で
論
議
し
ま
し
ょ
う
。

総
括
と
活
動
報
告
で
は

続
け
て
、
浅
岡
書
記
長
か
ら
第

１
号
議
案
の
提
案
の
後
、
内
容
に

つ
い
て
論
議
が
有
り
ま
し
た
。

三
和
分
会
の
秋
闘
で
、
昨
年
よ

り
も
『
後
退
し
た
』
と
い
う
の
は

ど
う
い
う
こ
と
か
と
質
問
が
有
り

ま
し
た
。

分
会
の
説
明
で
は
、
『
若
手
社

員
の
帰
省
手
当
』
『
奨
学
金
返
済

制
度
』
『
定
年
を
６
５
歳
ま
で
延

長
』
の
３
点
は
、
前
回
確
認
事
項

で
同
意
し
た
も
の
が
今
回
は
、
確

認
事
項
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
昨
年
暮
れ
か
ら
消
毒
も

含
め
た
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
対
策
が
徹

底
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。日

本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
で
は
、

総
括
案
に
間
違
い
が
あ
り
、
一
昨

年
に
物
価
手
当
１
万
円
と
、
昨
年

に
健
康
管
理
手
当
と
し
て
５
千
円
、

合
計
で
こ
の
二
年
間
で
１
万
５
千

円
の
手
当
の
増
額
が
あ
っ
た
と
訂
正

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
基
本
給
で

の
増
額
で
は
な
い
た
め
退
職
金
な
ど

に
は
反
映
さ
れ
て
な
く
、
ま
と
も

に
組
合
の
要
求
を
呑
む
の
で
は
な

く
、
形
を
変
え
た
答
と
な
っ
て
い

ま
す
。

総
括
案
で
は
、
相
談
件
数
が
増

え
て
い
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

景
気
の
悪
い
と
き
ほ
、
む
し
ろ
相

談
が
少
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

次
ペ
ー
ジ
に
続
く⤵

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）
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NO.6708号

第６８回川崎支部臨時大会
コロナ禍 春闘論議



２０２１春闘要求 

（１）正社員・定年後の再雇用嘱託社員の賃金を一律１７，０００円以上引

き上げること。 

（２）新入社員の初任給（基準内賃金）を以下の様に改善し、若年層の賃金

底上げを行うこと。 

     高校卒       200,000 円 

     短大・専修２年制・高専卒  220,000 円 

     短大・専修３年制卒     230,000 円 

     大学卒       240,000 円 

（３）中途採用者の賃金改善（才年制の改善） 

才年制で実年齢よりも低い賃金のものについて、勤続７年までに実年

齢の９５％以上に、勤続１０年までに実年齢の１００％にすること。 

（４）定年後の再雇用嘱託社員の賃金改善 

定年後の再雇用嘱託社員の賃金を（在職老齢年金・雇用延長給付金を

含めて）初年度年収で、退職時の９０％とすること。 

（５）定年後の嘱託雇用期間を現在の６５歳から７０歳まで延長すること。 

（６）「２０２１春闘・ＪＭＩＴＵ統一要求書」について、項目ごとに回答す

ること。 

１
面
か
ら
の
つ
づ
き⤵

支
部
６
ヶ
月
会
計
報
告

コ
ロ
ナ
の
自
粛
に
よ
り
予
算
よ

り
も
支
出
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

フ
ジ
コ
ン
分
会
か
ら
の
組
合
費
繰

り
入
れ
で
支
部
会
計
は
順
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。

事
務
所
維
持
管
理
委
員
会
報
告

事
務
所
会
計
も
特
別
問
題
な
く

推
移
し
て
お
り
、
故
障
し
た
エ
ア

コ
ン
交
換
が
課
題
で
す
。
部
屋
は

半
分
空
い
て
い
る
。

２
１
春
闘
方
針
で
は

未
組
織
宣
伝
を
春
闘
方
針
の
中

に
位
置
づ
け
る
べ
き
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

三
和
分
会
で
は
、
賃
上
げ
要
求

額
を
、
再
度
練
り
上
げ
る
た
め
、

若
干
要
求
日
が
伸
び
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
賃
上
げ
以
外
の

要
求
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
要
求

も
含
め
て
検
討
中
と
な
っ
て
い
ま

す
。日

本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
で
は
、

支
部
三
役
よ
り
宣
伝
の
強
化
や
、

団
交
の
内
容
を
知
ら
せ
る
工
夫
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
分
会
に
理
解
が
さ
れ
ず
実
現

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
有
給
休
暇
の
『
時
季
指

定
の
５
日
付
与
』
で
は
、
ま
ず
分

会
員
が
積
極
的
に
有
給
を
取
得
す

る
こ
と
が
前
提
で
、
夏
休
み
や
特

別
連
休
を
作
る
な
ど
の
有
給
消
化

策
を
作
る
べ
き
で
は
、
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た

２
１
春
闘
ス
ト
権
の
確
立

４
本
の
ス
ト
権
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

①
大
幅
賃
上
げ
を
は
じ
め
と
し
た

対
経
営
者
要
求
に
つ
い
て
の
ス

ト
権
。

②
労
働
法
制
改
悪
反
対
、
働
く
権

利
に
つ
い
て
の
統
一
ス
ト
権
。

③
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
、
く
ら

し
を
守
る
統
一
ス
ト
権

④
憲
法
改
悪
阻
止
平
和
と
民
主
主

義
を
求
め
る
統
一
ス
ト
権
。

以
上
を
、
全
会
一
致
で
確
立
し

ま
し
た
。
ま
た
、
３
つ
の
決
議
案

も
全
会
一
致
で
確
認
し
臨
時
大
会

は
４
時
３
０
分
に
終
了
し
ま
し
た
。

【
書
記
長

浅
岡
】

6708号 （２）

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

要
求
提
出

賃
上
げ
１
７
０
０
０
円
以
上

三
和
分
会
は
２
月
２
４
日
（
水
）
の
職
場
集
会
で
、
要
求
決
定
を
し
、

ス
ト
権
確
立
、
会
社
門
前
組
合
旗
掲
揚
、
組
合
員
の
ワ
ッ
ペ
ン
着
用
を

確
認
し
、
２
月
２
５
日
に
要
求
を
提
出
し
ま
し
た
。

回
答
指
定
日
は
３
月
１
０
日
（
水
）



要求 
１、賃上げ 

雇用形態の如何に拘わらずフルタイムで働く社員の基本給を一律５，０００円引き上

げること、短時間勤務者はフルタイマーに準じて引き上げること。 
 
２、夏季一時金 

正社員は基本給の１．８ヶ月を支給し「年間３．２ヶ月の一時金」とすること。 
契約社員及び短時間勤務者は正社員に準じて支給すること。 

 
３、継続要求 

①営業社員が休日に工事等で出勤した場合、休日出勤手当を支給すること。 
②年次有給休暇「時季指定の５日付与」に関する会社案を提示すること。 

（３） 6708号

日本シャッター分会

賃上げ・夏季一時金 要求提出
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
は
２
月
２
５

日
に
賃
上
げ
、
夏
季
一
時
金
の
要
求
を

提
出
し
ま
し
た
。

回
答
指
定
日
は
３
月
２
５
日
（
木
）

で
す
。

（
１
）
消
費
税
の
増
税
に
対
応
し
て
１

９
年
１
０
月
か
ら
正
社
員
は
物
価
手
当

が
、
契
約
社
員
は
基
本
給
が
１
万
円
増

額
と
な
り
２
０
年
８
月
か
ら
健
康
管
理

手
当
５
千
円
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
毎
月
の
給
料
」
で
あ
る
諸
手
当
の
増

額
は
、
２
０
年
の
「
毎
月
給
料
の
合
計

額
」
が
１
９
年
比
で
２
．
２
～
６
．
３

％
（
組
合
試
算
）
上
昇
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
１
８
年
ま
で
の
「
２

０
年
間
で
５
千
円
の
賃
上
げ
１
回
の
み
」

と
い
う
過
去
の
経
過
か
ら
見
て
も
大
き

な
前
進
で
す
。

（
２
）
し
か
し
、
こ
う
し
た
諸
手
当
の

増
額
に
も
拘
わ
ら
ず
、
組
合
員
の
中
に

は
「
昇
格
」
に
よ
る
「
（
名
ば
か
り
）

管
理
職
」
を
理
由
に
、
本
来
支
払
わ
れ

る
べ
き
残
業
や
休
日
出
勤
な
ど
の
時
間

外
労
働
の
賃
金
が
不
支
給
と
さ
れ
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
毎

月
の
給
料
の
合
計
額
」
が
減
額
・
横
ば

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
「
年
収
を
重
視
」
す
る
方
針
も
、

「
時
間
外
労
働
の
賃
金
不
支
給
」
に
よ
っ

て
そ
の
努
力
が
打
ち
消
さ
れ
て
い
る
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
３
）
要
求
の
『
年
次
有
給
休
暇
「
時

季
指
定
の
５
日
付
与
」
に
関
す
る
会
社

案
を
提
示
す
る
こ
と
』
に
つ
い
て

「
働
き
方
改
革
」
で
、
１
９
年
４
月
か

ら
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
全
企
業
に
対

し
て
、
企
業
側
が
消
化
日
を
指
定
し
て

で
も
最
低
５
日
は
年
次
有
給
休
を
消
化

さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
違
反
し
た
場
合
は
、
１
件
に
つ
き
３

０
万
円
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
＝
編
集
部
追
記
）

（
４
）
組
合
が
今
回
要
求
し
て
い
る

「
賃
上
げ
一
律
５
，
０
０
０
円
、
夏
季

一
時
金
１
．
８
ヶ
月
（
年
間
３
．
２
ヶ

月
）
を
は
じ
め
と
す
る
要
求
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
と
労
働
環
境
の
変
化
に
照

ら
し
て
、
道
理
と
節
度
を
持
っ
た
「
最

小
限
の
要
求
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

会
社
の
理
解
と
よ
り
良
い
回
答
を
求
め

ま
す
。

【
編
集
担
当

細
谷
】

要
求
の
趣
旨
（
要
旨
）



6708号 （４）

な
ん
ぶ
せ
ん

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
２
０
２
０
年
末
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
核
兵
器
廃
絶
を
世
界
に
呼
び

か
け
た
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
は
、
昨
年

１
０
月
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
２
ヵ

月
間
で
の
１
０
０
万
筆
以
上
の
署
名
を
含
め
、

最
終
集
約
１
３
７
０
万
２
３
４
５
人
分
を
国
連

に
、
１
月
１
３
日
に
提
出
し
た
と
国
際
署
名
連

絡
会
が
発
表
し
ま
し
た
。
▼
そ
し
て
国
連
で
決

め
た
５
０
ヵ
国
が
批
准
し
て
１
月
２
２
日
に
核

兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
と
な
り
、
長
年
訴
え
て

き
た
被
爆
者
を
は
じ
め
国
内
外
か
ら
大
き
な
歓

迎
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
▼
そ
れ
以
降
２
月
１

３
日
、
フ
イ
リ
ピ
ン
と
コ
ロ
モ
が
批
准
し
５
４
ヵ

国
と
な
り
、
条
約
に
署
名
し
た
国
は
現
在
８
６
ヵ

国
に
な
っ
て
お
り
、
加
盟
国
の
過
半
数
（
９
７
ヵ

国
）
に
達
す
れ
ば
、
条
約
の
規
範
力
は
さ
ら
に

強
ま
り
核
兵
器
保
有
国
は
い
っ
そ
う
孤
立
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。
ま
た
国
内
で
も
５
３
１
の
自

治
体
が
日
本
政
府
に
禁
止
条
約
に
参
加
・
批
准

を
求
め
る
意
見
書
を
決
議
し
て
い
ま
す
。
▼
禁

止
か
ら
廃
絶
へ
の
出
発
点
と
し
て
「
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
、
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」
が
昨
年
１
０
月

か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
署
名
で

圧
倒
的
な
国
民
世
論
を
築
く
こ
と
が
決
定
的
で

す
。

《
ジ
ョ
ー
ジ
》

集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

私
た
ち
の
要
求

①
大
幅
賃
上
げ
と
均
等
待
遇
で
は
た

ら
く
者
の
生
活
を
改
善
し
よ
う
！

②
ま
と
も
な
コ
ロ
ナ
対
策
で
医
療
と

国
民
の
い
の
ち
を
守
ろ
う
！

③
許
す
な
リ
ス
ト
ラ
！
雇
用
と
権
利

を
ま
も
り
、
正
社
員
が
あ
た
り
ま

え
の
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

④
最
低
賃
金
早
期
に
１
，
５
０
０
円
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
を
実
現
し

よ
う
！

⑤
大
企
業
の
内
部
留
保
を
賃
上
げ
と

中
小
企
業
に
還
元
さ
せ
よ
う
！

⑥
労
働
法
制
改
悪
阻
止
！
人
間
ら
し

く
働
け
る
職
場
と
社
会
を
実
現
し

よ
う
！

⑦
６
５
歳
ま
で
の
定
年
延
長
と
生
活

で
き
る
賃
金
を
実
現
し
よ
う
！

⑧
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
実
現
、
地

域
経
済
の
か
な
め
、
中
小
企
業
や

商
店
街
を
元
気
に
し
よ
う
！

⑨
戦
争
に
つ
な
が
る
憲
法
改
悪
反
対
、

平
和
・
民
主
主
義
を
ま
も
ろ
う
！

⑩
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
、
普
天

間
基
地
は
撤
去
さ
せ
よ
う
！

⑪
脱
原
発
・
再
稼
働
反
対
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
は
か

ろ
う
！

コロナ禍から医療、いのち守れ！
２１春闘 ともに声をあげよう

３月７日（日）金属労働者のつどい
日時 ３月７日（日）12:30開場、13:00開会
場所 日比谷野外音楽堂

みんなでさそいあって
参加しよう

コロナ感染が長期化するなか、職場内外で雇用とくらしに

対する要求や「医療といのちを守れ」の声が高まっています。

３・７集会は２１春闘勝利へ向かう団結とたたかう構えをつ

くる結節点となるとともに、政府に対してもまともなコロナ対

策を求め世論を広げる労働組合としての行動です。医療や福祉

の仲間も駆けつけます。十分な感染対策を取り安全で安心な集

会にするためみんなで元気に参加して成功させよう。



支
部
の
未
組
織
宣
伝
を
２
月
２

７
日
（
土
）
登
戸
駅
通
路
に
て
行
い

ま
し
た
。
参
加
は
５
名
で
し
た
。

時
間
は
１
３
時
か
ら
１
４
時
ま
で

の
１
時
間
で
す
。
マ
イ
ク
で
川
崎
支

部
の
宣
伝
や
ビ
ラ
を
配
布
。

ビ
ラ
は
「
２
１
春
闘
で
す
べ
て
の

仲
間
の
賃
金
引
上
げ
実
現
。
賃
上
げ

で
景
気
回
復
。
最
賃
１
５
０
０
円
と

消
費
税
を
５
％
に
。
雇
用
の
不
安
な

く
安
心
し
て
働
け
る
職
場
に
。
均
等

待
遇
へ
声
を
上
げ
よ
う
。
あ
な
た
も

共
催
に
加
入
で
き
ま
す
。
」
と
い
っ

た
内
容
の
ビ
ラ
を
５
０
枚
配
布
し
ま

し
た
。

三
和

（
Ｅ
）
小
林

昨
年
の
展
示
は
コ
ロ
ナ
で
振
り
回

さ
れ
直
前
に
中
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

＊
注
意
、
３
月
２
３
日
は
休
館
日
で

お
休
み
で
す
。
最
終
日
は
１
４
時
で

終
わ
り
で
す
。

入
場
は
１
時
間
前
ま
で
で
す
。

美
術
館
で
は
開
催
に
あ
た
り
感
染

対
策
で
消
毒
や
検
温
を
実
施
。
作
品

の
合
評
会
や
出
品
者
の
集
い
、
出
品

し
た
作
品
を
写
真
ハ
ガ
キ
に
し
て
販

売
な
ど
が
無
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
２
作
品
を
出
品

展
示
会
が
決
ま
り
新
た
に
作
品
を

作
り
ま
し
た
。

１
つ
は
「
１
９
９
５
年
１
月
１
７

日
」
で
す
。
淡
路
大
地
震
が
起
き
て

か
ら
毎
年
現
地
に
行
っ
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
演
奏
を
し
て
い
る
М
さ
ん
。
地

震
が
起
き
た
時
間
に
演
奏
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
今
回
も
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
て
い
る
の
を
見

て
作
品
を
作

り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
「
Ｙ
さ
ん
」
で

気
象
予
報
士
・
防
災
士
の
資
格
を

を
持
っ
て
い
る
女
性
で
す
。
テ
レ
ビ

を
見
て
と
て
も
穏
や
か
で
、
見
て
い

る
だ
け
で
気
持
ち
が
和
む
感
じ
が
し

て
作
品
に
し
ま
し
た
。
こ
の
気
象
予

報
士
に
な
る
の
に
は
、
と
て
も
難
し

い
試
験
が
あ
る
そ
う
で
す
。

良
い
お
知
ら
せ

招
待
ハ
ガ
キ
が
有
り
ま
す
。
１
枚

で
２
名
ま
で
無
料
で
入
場
出
来
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
で
見
て
み
よ
う
か
と

思
う
人
は
小
林
（0

4
4
-
7
5
2
-
3
0

7
1

）
ま
で
連
絡
下
さ
い
。
（
２
０

枚
有
り
ま
す
）
【
小
林

正
一
】

（５） 6708号

第
七
十
四
回

日
本
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
出
品

川
崎
支
部
の

未
組
織
宣
伝

日
時
は

３
月
１
８
日
～
２
９
日

時
間
は

１
０
時
～
１
８
時

場
所
は

国
立
新
美
術
館

最
寄
り
の
駅
は

◎
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
、

乃
木
坂
駅
６
出
口
。

◎
都
営
大
江
戸
線
、

六
本
木
駅
７
出
口
。

◎
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
、

六
本
木
駅
４
ａ
出
口
。

（1995年1月17）

（Ｙさん）



難易度★☆☆☆☆【初心者用】
9 2 3 6 8 4

8 Ａ 1 9
7 3 1 5

Ｂ Ｃ 1
7 5

2
2 4 1 8

4 8 Ｄ 6
6 7 2 8 4

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイスに応募しましょう！！(６７０８号)

今後の日程

３月０７日（日）金属労働者のつどい 日比谷野外音楽堂 12:30開場13:00開会

０９日（火）第４回川崎労連幹事会（ミューザﾞ川崎）18:30～

１０日（水） 21春闘統一回答指定日

１１日（木） 統一行動 ストライキ支援行動 JMITU通信労組 川崎8::45～

第12回支部執行委員会（支部事務所）19:00～前日が回答指定日のため変更

１３日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

１７日（水）統一交渉日

１８日（木）第２次統一ストライキ（統一行動）

１９日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（溝の口デッキ）19:00～

２０日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

２４日（水）統一交渉日／第13回支部執行委員会（支部事務所）19:00～

２５日（木）第３次統一交渉日

２７日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

４月０３日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

０７日（水）第8回書記局会議（支部事務所）19:00～

１０日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

１４日（水）第1４回支部執行委員会（支部事務所）19:00～

１７日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

２４日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

２８日（水）第1５回支部執行委員会（支部事務所）19:00～

太い点線わくのＡ～Ｄに入る４つの数字を答え

てください。応募ははがき・ＦＡＸ・メモ等で

次回支部報発行日（おおよそ２～３週間）まで

にお名前・住所と職場名をそえてご連絡下さい。

応募はどなたでも結構です。正解者の中から抽

選で5名の方に５００円相当の図書カード・ク

オカードかビール券を差し上げます。

応募方法

【クイズの解き方】

３×３のブロックに区切られた９×９の正方形の枠内に１～９までの数字を入
れるペンシルパズルの一つです。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ


